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道
路
は
地
方
の
自
立
と
活
性
化
、
ま
た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域

の
住
民
が
求
め
る
最
も
基
本
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、「
い
の
ち
の
道
」
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
、
政
府
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
費
の
削
減
、
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
必
要

な
道
路
の
整
備
」
は
住
民
・
道
路
利
用
者
の
切
実
な
る
願
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
特
段
の
配
慮
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

要
望
い
た
し
ま
す
。 

 

一
、
高
速
道
路
か
ら
生
活
道
路
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
、 

 
 

渋
滞
解
消
、
踏
切
対
策
、
交
通
事
故
対
策
等
、
利
用
者
が
求
め
る
道
路
の
整
備
を
着
実 

 
 

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

一
、
現
在
の
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
（
前
・
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
）
を
継
続
し
、 

 
 

道
路
整
備
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

一
、
現
在
、
建
設
中
の
道
路
は
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
な
く
、
計
画
通
り
に
進
め
て
い
た
だ 

 
 

き
た
い
。 

 

一
、
費
用
対
効
果
（
Ｂ
／
Ｃ
）
に
救
急
医
療
や
災
害
対
策
、
地
域
振
興
の
要
素
等
を
加
え
て
、 

 
 

よ
り
生
活
の
現
状
と
将
来
像
に
即
し
た
指
標
を
も
っ
て
、
算
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

一
、
高
速
道
路
を
無
料
化
す
る
場
合
は
、
渋
滞
対
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
維
持
管
理
を
充
実 

 
 

し
て
、
安
心
と
安
全
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

一
、
道
路
利
用
者
の
意
見
を
反
映
し
た
道
路
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

平
成
二
十
一
年
十
月
十
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国
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第
五
十
九
回
全
国
大
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